







1 )  実存哲学 に お け る 責任概念
2 )  応用倫理学 の諸問題
3)  哲学的生命論
⑩ 原 著
1 )  盛永審一郎 : 解き放たれた プ ロ メ テ ウ ス一一生




1 )  林隆也 ・ 盛永審一郎 (共訳 ) リ ヒ ャ ル ト ・ ヴ イ ツ
サー， カ ール ・ ヤ ス パ ー ス : 事柄ま た は人格では
な く ， 人格 と 事柄. 日 独共同国際 シ ン ポ ジ ウ ム 講
演収録集， 仙台 ・ 東京， 1995， 10 . 
歴 史 品込f-
助 教 授 高 畠 純 夫
⑨
 研究概要




1 )  高 畠純夫 : ギ リ シ ア 史. I ブ リ タ ニ カ 国際大百





1 )  高 畠純夫 : シ ュ リ ーマ ン， ソ ロ ン， ペ リ ク レス ，
ト ゥキ デ ィ デス . : I人物世界史 1 西洋編」 今




1 )  高 畠純夫 : ア ン テ ィ フ ォ ン第 1番弁論について.
歴史学研究会西洋古代史部会例会， 1995 ， 7 ， 東京.
2 )  高 畠純夫 : ア ン テ ィ フ ォ ン と コ ン ビ ュ ー タ . 古






1 )  昨年 と 同様，
阿 原 稔
(イ ) I医療保障 の法構造」 と
( ロ ) I医事 ・ 薬事法」 につ い て ， 研 究 を 行 っ て
いる 前者は， 社会保障法におけ る 医療保障 の理
念 と 体系 を考察す る も のであ る 。 ま た ， 後者 は ，
健康権を基礎に独 自 の法領域 と し て の 「医事 ・ 薬
事法」 の体系化を意図す る も ので， 現在， 主 に カ
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1 )  桜井芳雄 : ラ ッ ト を用 いた記憶 の神経機構の研
究ー動向 と 展望 . 日 本神経精神薬理学雑誌， 1 5 : 
13・29， 1995. 
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